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1. 緒言

 著者は、緑色野菜の調理法と嗜好との関係をアンケート調査結果の統計処理に基づいて報告

して来た。その第4報では、アンケートに対する回答が択一選択方式であることと1嗜好が個

人の特性であることを生かしながら、異なる方法で調理した同一野菜に対する嗜好の関連につ

いて検討した/. /その結果、｛1｝各人の嗜好段階の選択は、野菜の種類によって決る。C211若年齢層

における嗜好段階の選択は調理法を変えてもあまり変らないが、高年齢層では調理法によって

多少変ると言う2つの結論を得た。

 私達の食事は通常、予め一日あるいは数日間の献立が準備されている、しかし、それらの調

理法が予定されていても、緑色野菜をできるだけ受け入れられやすくするために、用いる野菜

を選択できる許容性は考えられる。このような場合の野菜の種類を選択する指針を得るため、

同一の方法で調理した異なる野菜に対する嗜好の関連について検討した。その結果、異なる野

菜を材料として同じ方法で調理した料理の問では、嗜好段階の選択が相互に無関係に行われた

ときに比べて、1iiJじ嗜好段階を選択する比率が高かった。また、その程度は調理法によって異

なり、漬物では男性の平均か2. 12倍から3. 15倍まで、女性ではし66倍から306倍までという高

い値となった。これは漬物のような場合では、嗜好段階の選択に対して調理法の影響が大きく、

材料が変っても同じ嗜好段階を選択する可能性の高い調理法と言えるu一方、揚げ物やなま物

の場合ではこの比率の平均が2倍を越えず、嗜好段階の選択に対して材料の影響が大きく調理

法はあまり影響を与えない調理法と言うことかでき、漬物との間に大きな差かあることがわ

かった。また、調理法が嗜好段階の選択に及ぼす影響の程度とそれが異なる理由についても考

察を加えたので、本報でその詳糸陥こついて報告する、、なお、本報では、同じ方法で調理した異

なる野菜に対して1司じ嗜好段階が選択されるかどうかについてと、調理法によって生じるその

差を明らかにした結果を報告する。ここで取り上げた嗜好段階は先報z'と同じように5段階と

無回答に分けた。しかし、本報の結果は、. 卜記6つのどの嗜好段階の選択の影響が大きいかに

よって実用上の意義が異なる。嗜好段階別の同一段階選択率の検討は、調理法が1嗜好段階の選

択に対して影響を及ぼす機構について考察を進めるためにも役立つと考えるので続報において
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扱う予定である。

2. 材料及び方法

 本報では、第3報:t :'・第4報1:'と同じアンケート結果を謡い、異なる材料(緑色野点)を同じ

ソ∫法で訓理をした料理に対する各人の1嗜好段階の関連を検討した。なお、このアンケートの方

法の瀬谷と結果の概要は第3報3'に記した、

 嗜好は年齢に伴って変化することか第3報雛終明らかにされたので、本報でも前報と同様に、

アンケートのllll答者を男性では10、女性ではllの年齢段階に分けて扱った。

 アンケートでは、21種類の緑色野菜に対する10通りの訓理法、計5〔〕通りの野菜料理を対象と

したが、本宅では、それらのうちから2種類以上の材料をjl文り扱った次の10通りの訓理法に対

する嗜好段階を対象とした:

 揚げ物(材料は2種類、1紐合せ)、焼・細め物(6種類、15紅合せ)、鍋物(5種類、10組

合せ)、煮物(6種類、15組合せ)、M:物(4種類、6組合せ)、汁物(5種類、10糾合せ)、蒸

し物(3種類、3組合せ)、なま物(4種類、6組合せ)、漬物(8種類、28組合せ)、酢の

物・あえ物(7種類、21組合せ)

 アンケートにおける嗜好段階は1. 非常に好き・2. 好き・3. 好きでも嫌いでもない・4. 

嫌いおよび5非常に嫌いの5段階に「無1亘i答1を加えて6段階とし、以後取り扱いの便宜上

「無回答」を嗜好段階0として扱った。

 2種類の材料に同じ調理法を行った場合のll芹好の差は、通常6×6分西表による一様性の検

定法を用いるが、楽調理法で「非常に好き」または「非常に嫌い」の嗜好段階を選択した人数

が少ないので、その結果2つの料理に対してこれらのいずれかの嗜好段階と他の嗜好段階との

組合せを選択した人数の実測値も小さく、6×6分譜表はZ2検定に適さないと考えられる。

そのために一様性の検定は1嗜好段階「非常に好き」と「好き1、「嫌い」と「非常に嫌い」を合

計し、4×4分割表を用いて行った。

 しかし、後に記すように4x4分割表でも度数が十分でない項が多く、z2検定に適さな

かった、そこで、十分に大きい実測値を用いて考察を進めるために、画報1)と同様に次の方法

を用いた:2つの材料に対する嗜好段階の選択が相互に無関係に行われたとき、両者に対して

嗜好段階iを選択する人数の期待値it. lhiは、

               n(hi三lt l i×ll 2 i/ll

で表される。ただし、nIiは一方の材料を用いた調珊法に対して嗜好段階iを選んだ人数、

n21は他方の材料を用いた調理法に対して同じく嗜好段階iを選んだ人数、 ltは対象とした年

齢段階の人数である。i＝0から5までについてπ伽を求め、それらを合計した値が、嗜好段
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階のいかんにかかわらず同一の嗜好段階を選択した人数の出現期待値である。各年齢段階の人

数(1ε〉に対するこの期待値の百分率を理論百分率とし、このような人数の実測値の'rに対

する百分率を実測百分率とする。これらはFを用いた実測百分率と理論百分率の比較法O:に

よって比較した

 この期待値は、tl、SlIiおよびN2iによって大きく異なるので、比較しやすくするために実

測値の期待値に対する比率を扱った。この比率を以後、同一嗜好段階選択率あるいは単に選択

率とよぶ。この選択率を用いて、異なる2種類の材料を同じ方法で調理した2つ0)料理に対す

る1嗜好段階選択における一致の程度について考察を進めた。

3. 結果及び考察

 3・1. 4×4分割表に関する一様性の検定結果

 異なる材料を同・・の方法で訂制面した料理の組合せは. 前章に記したように、115(＝1＋監5

＋……＋28＋21)通りある、、その各々｛115通り×21年齢段階二2415通り)について4×4分

割表を作り一様性を検討した。その結果の一部を表1に例示する。

 表1の11｝は、30才代の男性におけるにらとブロッコリー一の妬め物に対する嗜好の関連を示す. . 

この表からわかるように、にらに対して1好き一1の嗜好段階を選択した66名のうち32名がブ

ロッコリーに対しても同じく「好き」の嗜好段階を選択している。これは30才代の男性の27％

であり多いように考えられる。両方の調理に対する嗜好段階の選択が相互に無関係に行われた

とすれば、このような回答をする人数の期侍値は66×44/117ニ24. 8名で、実測値はこの期待

仙のL29倍である。また、17名が両方に対して「好きでも嫌いでもない」の1嗜好段階を選択し

た。嗜好段階の選択が相互に無関係に行われたときにこのような選択をする人数の購待値は3〔〕

×47/117＝12」名で、実測値はこの期待値の1. 41倍である'Tこれらの実測値は期侍1直より大

きいが、同一野菜の異なる調理法に対するlifl一嗜好段階選択率に比べると大きいとみなせない、

にらとブロッコリーに対して異なる嗜好段階を選んだ人数のうちで、にらに対して「嫌い」の

1嗜好段階を選びブロッコリーに対して「好きでも嫌いでもない1の1嗜好段階を選んだ9名は、

このような嗜好段階の選択をする人数の期待値16×47/l17＝6. ・1名の1rAO倍であり、実測値の

方か高い、しかし、前者に対して「好き」・後者に対して「好きでも嫌いでもない」の嗜好段

階を選択した人数の⊥9名は期待値26. 5名の。. 72倍、前者に対して「好き」・後者に対して「嫌

い」の1嗜1好段階を選択した人数の10名は期待値10. 7名とほぼ等しい(0. 93倍〉。前者に対して

「好きでも嫌いでもない」・後者に対して「好き」の嗜好段階を選択した人数の7名は期侍値

11. 3名の0. 62倍である。これらの値は、4×4分割表においてやや多いように見受けられるが、

いずれも期待値とほほ「等しいか期待値より少ない。
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表1. 同一方法で調理した異なる野菜に対する嗜好段階選択の関連性

｛P 妙め物(30才代男性)

野 野 菜 2 に         ら
△菜

一 嗜好段階 無回答
   好きでも好 き   嫌いでもない

嫌 い
口

計

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

無 回 答

D    き

Dきでも
凾｢でもない

?   い

1
2
2
0

5      0

R2      7

P9     17

P0      6

1
3
9
3

7
4
4
4
7
1
9

合    計 5 66     30 16 l17

.
 

X2＝15. 32自1111度90. IO＞1)IX:t＞Xz1＞O. O「o

独立係数＝O. 340. 度数5以上が8以下が8. 

(2｝汁物(高校生. 男性｝

野 野 菜 2 春       菊
菜
1 ll融子殺階 無回答

   好きでも好 き   嫌いでもない

嫌 い

合 言十

無 回 答

D    き

Dきでも
凾｢でもない

?   い

l
l
O
l

0      2

P9     11

W     44

R      4

1
8
1
7
1
4

4
3
9
6
9
2
2

合    計 3 30     61 40 134

剛

X21、＝50. 12自山度90. 005＞PlX2＞X2｝

独立係数＝O. 522度数5以上が7以下が9. 

(3｝漬 物(40才代女性〉

野 野 菜 2 広  島 菜  類
ム菜

1 嗜好段階 無咽答 好 き 好きでも
凾｢でもない

嫌 い

1専
計

辛
 
 
子
 
菜

無 回 単

?   き

Dきでも
凾｢でもない

?   い

4
1
0
0

4
7
9
1
7
9

l
l
1
9
3

O
l
1
3

9
8
2
3
7
1
5

 
介
 
 
 
 
計
●

5 109 24 5 143

X:?O8. 43自山度9. 0. 005＞PIX2＞X211

独立係数＝0. 657度数5以上が・1 . 以下が12、
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異なる野菜に対する1司一嗜好段階選択率

 すなわち、にらとブロッコリーは全く異なる感じを受ける野菜であるが、それにもかかわら

ず同じ調理を行うと同じ嗜好段階を選択する人が期待値よりも多い傾向が見受けられた。この

点は同じ材料を用いた異なる調理法に対する嗜好段階選択に関する比較の結果と同じであるが、

両方の材料に対して異なる嗜好段階を選択した人数が期待値を上回る嗜好段階の組合せが生じ

る。この場合はにらが「嫌い」であるが、フmッコリーが「好きでも嫌いでもない」の組合せ

がこの例である。すなわち、材料をにらからブロッコリーに変えれば、嗜好段階の選択が「嫌

い」から「好きでも嫌いでもない」に変る人数は、その期待値より多い、tすなわち、第3報に

記した評価の違いから考えられるよりも効果は大きい。

 この例におけるZ2の値は15. 32、自01度は9であるので、αは0. 10と0. 05の問である。し

かし、この4×4分割表には実測度数が5以下の項が8項含まれているので、z2は真の値よ

り大きく見積られているu従って、真のαは0. 10より大きくなり、にら(またはブロッコ

リー)に対する嗜好段階の相違によってブロッコリー(またはにら)に対する嗜好段階の選択

の分布が異なるとみなせない。

 高校生の男性にとって春菊の汁物はやや嫌われ、ねぎ類の汁物はやや好まれる傾向にある料

理であるz;これらに対する嗜好段階を比較すると、表1の(2)に示すように、両者に対してと

もに「好き」・「好きでも嫌いでもない」または「嫌い」の嗜好段階を選択した人数は、それ

ぞれ19名・44名および14名であり、いずれも期待値より大きい(期待値と選択率はそれぞれ

87名・2. 18倍、31. 4名・1. 40倍および6. 6名・2. 13倍)。前者に対して「好き」・後者に対し

て「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階を選択した8名は、期待値(15. 5名)の0. 52倍、前者

に対して「好きでも嫌いでもない」・後者に対して「好き. 1の1嗜好段階を選んだ人数のll名は、

期待値(17. 8名)の0. 62倍である。前者に対して「嫌い」の嗜好段階を選び、後者に対してそ

れぞれ「好き」または「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階を選んだ人数の8名と17名は、期

待値qL6名と20. 6名)のO. 69倍と0. 83倍である。このように、異なる材料を用いた料理に対

してでも同じ嗜好段階を選択したことを意味する4×4分二三の左上より右下に向かう対角線

上の実測値は期待値より大きい. 、異なる材料を用いた調理法に対して異なる1嗜好段階を選択し

たことを意味するそれら以外の項のうち、大きい実測値がいくつか〔この例では4項)みられ

るが、それらはいずれも期待値より小さい。すなわち、異なる材料を用いて同じ調理法を行っ

た場合に対して同じ嗜好段階を選択する傾向が！Llられる。しかし、この傾向(後記の表3に示

すように選択率は1. 44から2. 18まで)は、同じ材料を異なる方法て調理した料理に対して同一一

の嗜好段階を選択する傾向(一般に選択率は2から3)ほど強くないとみなせる。

 漬物は後に記すように1司一一嗜好段階選択率が最も高い……材料が異なっても同じ嗜好段階を

選択される傾向が最も強い……調理法である:、表1の｛3｝に示した40才代の女性(143名)の三

局菜類と辛子菜の潰物に対する嗜好性において、約半数の79名が両者に対してともに「好き」
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の1嗜好段階を選択した。これは辛子菜に対して「好き」の嗜好段階を選択した人数の96％が広

島菜類に対しても同じ嗜好段階を選択したことを意味する、このような選択をする人数の期待

値は109×82/143＝62. 5名であり、実測値は期待値の126倍に当る。ともに「好きでも嫌いで

もない」を選択した人数の19名は79名に比べると少ないように見受けられるが、このような選

択をする人数の期待値は6. 21名であり、実測値は期待値の3. 06倍で、この嗜好段階に対する同

一嗜好段階選択率は前者に対するこの値よりはるかに大きい。広島菜類に対して「好き」、辛

子菜に対して「好きでも嫌いでもない」または「嫌い」の嗜好段階を選択した人数は、それぞ

れ17名と9名であり、広島菜類と感じの異なる辛子菜に対して異なる嗜好段階を選ぶように見

られるが、これらは期待値(28. 2名とIL4回目の0. 60倍と0. 79倍であり、この印象は否定され

る。調査対象143名の76％か広島菜類に対して「好き」の嗜好段階を選択したので、上に記し

た以外の組合せの嗜好段階を選択した人数は極めて少ないために、4×4分割表では実測値が

著しく小さい項が出現しやすく、z2を用いて一様性を検定できない。

 アンケート用紙では、調理法は材料ごとに並んでおり、同じ1嗜好段階の欄に連続してマーク

がつけられていることが多い。これは連続した材料の調理法について嗜好段階の違いが自分自

身でも判断しにくいときは同じ欄にマークをつける可能性がその原因の少なくとも・一都である

と考えられる。同じ材料で異なる調理法に対して同じ嗜好段階を選択した人数は、両方の調理

法に対する嗜好段階の選択が相互に独立に行われたときの期待仙よりも多い。異なる材料を同

じ方法で調理した料理は多くの場合、用紙の上で連続していないので、同じ嗜好段階を選択し

た人数が期侍値より多いことは上に記したような理由によると考えられないflこれらのことよ

り、嗜好段階選択に対して洲理法が影響を及ぼす可能性が示唆される。しかし、調理法の影響

の程度は材料の影響よりも小さいと考えられる。また、両方の料理に対してともに「好き」ま

たは「好きでも嫌いでもない」の嗜好段階を選択した人数は十分多いが、一方に対して「無回

答」または「嫌い」と関連のある項の実測値は小さく、Z2検定に適さないことがわかった。

 3・2. 同一嗜好段階を選択した人数の実測値と理論値の比較

 先に記したように4×4回忌表では、異なる材料を同じ方法で調理した2つの料理に対して

同じ嗜好段階を選択する傾ll可が認められたが、実測他が小さい項が多数含まれ、 z 2検定に適

さないことがわかった。またx2検定では一方の料理に対する嗜好段階の相違によって他方の

料理に対する嗜好段階選択の組成が異なるかどうかの検定ができるけれども、それか同一の嗜

好段階を選択する傾向があるためかどうかは、別の検定によって判断しなければならない(両

者に対する嗜好段階選択が相互に無関係に行われたときに比べて、実測値が著しく大きいか小

さい項かみられるかどうかがわかる、しかし、そのような項があることかわかっても、それら

が4×4分割表の左上から右下に向かう対角線上にあるかどうかは、この検定法ではわからな

い)。このために、材料及び方法に記した方法を用いて、同一ll徽子段階を選択する人の出現期
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異なる野菜に対する同一嗜好段階選択・率

待値を求め、対応する実測値と比較した。

 例えば、表1の(1｝に示した例では、次0)通りであるt. ±この表ではll触∫段階1非儀㌃に好き1と

「好き」を合計してにらの場合は「好き」が66名としてあるが、これはそれぞれ24名と42名で

あり、「嫌い」と「非常に嫌い」を合計して16名としてあるか、これはそれぞれ11名と5名で

あるu同様にブロッコリーでは、これらの人数はそれぞれ16、28、12、7宇1である、従って、

両者に対する嗜好段階の選択が相互に無関係に行われたときに1司一・嗜好段階を選択する人数の

期待値は

      (5×7十24×16十42×28十3〔〕×47十ll×12十5×7) /117＝＝27」

で、これに対する実測値は1＋8＋13＋17＋2＋1ニ42である、従って、r司一嗜好段階選択率

はL55である。

 実測仙の方が期待他よりも大きいので、それらの問の差を有意とみなせるかどうかの検定は

次の式による:

                 F＝ ｝t :q/)r i 1)

ただし、Jt 1＝2(n→o＋1)、'τ2ニ2 A・q＝1一ノ、また、 Fの自由度はn1と11:1である。

この例ではkニ42、p＝27. 1/l17＝〔〕. 232である。従って、

            F＝84×O. 768/152/O. 232＝1. 829

である。11 1ニ100、Il. 2＝80におけるαニ0. 05のFの値は1. 42、α＝O. O］のf直は1. 56である。

従って、実測値は理論値より大きいとみなせる(Ctニ00D。

 なお、実測値が期待仙より小さい場合は、次の式を習いて検定した:

                 F＝ n LP/ Jt iq

ただし、 lllニ21k＋1)、':. 2ニ2(N-K〕。

 30才代の女性における6種類の材料の妙め物に対して1司. ・嗜好段階を選1くした人数の実測値

と期待値及び検定結果を表2の(1｝に示した。酢の物・あえ物に関しては7種類の材料を用いた

場合の嗜好性を調査したが、それらのうちの4種類に対する中学生の男性にみられる同一嗜好

段階選択率に関する検定結果を表2の121に示した。第3報に示すように、それぞれの材料によ

る調理法は嗜好段階の紺成:が異なる。これらの表からわかるように、ll融f段階組成がよく似て

いる組合せでは理論値が大きく、異なる組合せでは小さい。表2σ)(2〕では最小が29. 3、最大が

40. 5で、最小の】38倍であるL、ここで扱うliil一・1嗜好段階選択率は実測値を理論値で割った値で

ある。従って、上に述べた藻は理論値に含まれ、同一・嗜好段階選択率は両方の料理に対する嗜

好段階の選択が翻互に無関係に行われたときに比べて、実際は期待値の何倍見られたかを示す

指標であるしかし、以下の記載では表現を簡略にするために、この値が】より大きいときを

「同じ1嗜好段階を選択する1頃lhjがある」と表現している。これは実測値が大きいことを意味し

ないで、選択が無関係に行われたときに比べて大きいことを意味する。
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河野・前1. 阿

表2. 同一方法で調理した種々の野菜に対する1嗜好段階選択性の一・致

F、:F検定値ll 1｝12:白111度. 

(1〕止め物(30才代女性)

野菜m 野菜12) 実測値
i人)

理論値(川

選択率 F。 遡1 π:二

ピーマン ほうれん草 134 97. ｛〕 1. 38 L89 194 268

ね ぎ 類 】27 86. 9 1. 46 2. Ol 208 259

広島菜類 124 93. 0 1. 33 1. 71 2レ1 248

に    ら 118 86. 9 1. 36 1. 72 226 236

ブロッコリー 126 89. 5 1. 41 1. 88 210 252

ほうれん草 ね ぎ 類 132 8＆6 1. 49 2. 13 198 264

広島菜類 137 96. 7 1. 42 2. 01 188 274

に    ら 127 90. 2 1. 41 1. 89 208 254

ブロッコリー 138 91. 9 L50 2. 23 186 276

ね ぎ 類 広島菜類 123 85. 9 1. 43 Lgl 216 246

に    ら 123 79. 6 L54 2. 15 216 246

ブロッコリー 131 82. 9 1. 58 2. 33 200 262

広島菜類 に     ら 109 85. 5 1. 27 1. 51 244 218

ブロッコリー 130 88. 4 1. 47 2. 06 202 260

に   ら ブロッコリー l14 82. 8 1. 38 1. 73 234 228

【2)酢の物・あえ物(中学生男性)

野菜ω 野菜12〕 実測値
i人)

理論値
i人) 選択率 況、 「1 ｝1:あ

ほうれん草: ね ぎ 類 67 35. 8 1. 87 2. 82 120 134

ち し ゃ 類 65 40. 5 1. 60 2. 21 124 130

せ り 52 30. 8 1. 69 2. 14 150 100

ね ぎ 類 ち し ゃ 類 55 34. 1 L61 2. 06 】44 110

せ り 58 349 L66 2. 20 138 i16

ちしゃ類 せ り 53 29. 3 1. 81 2. 36 148 106

 これらの表に示すように、それぞれの調理法に用いた材料の中には、かなり異なる感じを受

ける材料の組合せが含まれている。しかし、いずれの紅合せにおいても実測値は期待値(理論

値)よりも大きい……同じ嗜好段1箸を選択する傾向がある……とみなせる。また30才代の女性

における「妙め物」(表2・1)では同一嗜好段階選択率(選択率)はねぎ類とブロッコリー
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異なる野菜に対する11一・嗜好横階選却、1率

の組合せにおいて最も高く(L58)、広島菜類とにらの組合せにおいて最も低い(1. 27｝。中学

生の男性における「酢の物・あえ物」｛(表2・t:2)〉)の選択率は「盗め物」におけるこの他より

高く、ほうれん草とねぎ類の組合せにおいて最高の1. 87、ほうれん草とちしa・類の組合せにお

いて最低のL60の値を示した。すなわち、いずれの調理法でも選択率は1より大きいが、大き

さは調理法によって異なる。またよく似た感じを受ける料理の組合せかどうかと選択率の問の

関係は認めにくく、同じ材料の組合せでも選択率の大きさは調理法によって異なる可能牲が考

えられる。

 3・3. 調理法・野菜の組合せ及び年齢による選択率の変化

 調理法と野菜の組Aせとさらにその年齢に伴う選択率の変化を調べるため、材料と調理法と

の組合せl15通りについて、男性では10、女性ては【1の年齢段階に分けて、 llfiじ嗜好段階を選

択した人数と選択率を求め、表3に示した. ただし、70才以一kは、男性3名、女性・1名と少な

いので、この表から除いた。虚病理法における選択率とその年齢に伴う変化に関する考察を進

めやすくするために、詩調理法・各年齢段階における選択率の平均値(同一の調理法・年齢段

階における材料を異にする組合せに関する選択率を合計し、紅合せの数で割った値)を表4に、

暗調理法・各材料の維合せにおける選択率の平均値(［司一の調理法と材料の紐合せにおける異

なる年齢段階に関する選択率を合計し、年齢段階の数で割った値)を表5に示した。

 表3によれば、選択率はほとんどの場合1より大きいことがわかる。1より小さかったのは

男性では1035組合せのうちで60才代におけるねぎ類とパセリのなま物(O. 83)とちしゃ類とク

レソンの酢の物・あえ物(068｝の2つだけであった。しかし、6〔｝才代の調査対象は少なく

(13人)、この差は有意とみなせない。女性ではt15〔〕組合せのうちで19の料理の組合せでみら

れたが、それらのうちllの組合せは短大生(31人)、5の組合せは60才代(13人)であり、い

ずれも対象とした人数が少ない年齢段階に関する値である。調理法では7組合せが酢の物・あ

え物(ただし、うち5紐合せは短大生)、4組合せはなま物、3組合せか汁物に関する選択率

である、すなわち、材料が異なっても1司じ嗜好段階を選択する傾向か認められるが、上に記し

た調理法では、嗜好の関連が認めにくい材料の組合せがみられる。表4において、各年齢にみ

られる同一ll辞好段階選択率の平均値によって調埋法に順位をつけると男女とも漬物に関する

選択率が他とかけ離れて高く、蒸し物における率がやや高めであるか、揚げ物となま物におけ

る選択率が低い. 1すなわち、漬物では材料が異なっても同じ嗜好段階を選択する人数は、両者

に対する嗜好段階選択が相互に無関係に行われたときよりも多く、蒸し物でもこの傾向がみら

れるが、揚げ物となま物ではこの傾向が最も弱い。

 同一嗜好段階選択率の低い値は、材料の違いをよく認識している場合と、材料の違いが残る

調理法か広範囲の材料を用いることができる……伝統11ilJなものと歴史が浅いもの、特殊なニオ

イがあるもの等が含まれる……調理法に起こりやすいと考えられる。なま物における選択率が
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表3. 1司一方法で調理した種々の野菜に対して同一の嗜好段階を示した人数と

  同一嗜好段階選択率

｛1) . 男 '性

幼雛園兇 小学生 中学生 高三生 2〔1田代 30才‘叱 4財'代 囮'代

   :

U0才高
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人
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1

L84 1
9

127 6
1

2‘)1 62 L85 5
1

L87 43 L30 711 L52 3
1

L52 5 L30

焼き物・妙め物  ピーマ ン ほうれん草 40 L54 鋼 L92 4絃 L84 60 L72 42 L511 59 1. li3 92 Lア5 1
5

L25 5
  . 
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ね ぎ 類 39 L1ヤ3 23 1. 75 16 L75 57 L66 37 1. 39 53 Ll:5 フll L43 璽
7

1. 38 7 2. 12
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三 つ 葉 47 Lglj 27 223 52 L79 68 L71 ・里6 L65 52 L52 93 L83 2
1

L『9 5 L25

春  菊 三 つ 菓 邸 2. 30 :レ1 と溺2 57 2. 32 寵 2」2 43 しほ2 65 2』3 1⑰7 2. 36 26 2. 23 7 2. 33

:k'一ノレ ド体tti＝‘虞選IJ〈串 i jこk'Fを示一す。
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異なる野菜に廿する同一嗜好段階選択率

幼稚園児 小学k ・1・学」1 高校生 20才代 淑). 幽幽 40才代 駅〕幽幽 60才代

調理法   野菓1  野菜2 人 選 人 選 入 選 人 選 人 選 人 選 氏 選
  脚
l 選 人 選

択 択 択 択 択 択 択 択 択

数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 寧 数 峯 数 率

な   ま  物  春    菊 ね  ぎ  顛 29 L86 27 2忍8 53 203 59 L56 31｝ L49 60 2」7 85 2」2 22 Lgl 5 L63

ちし｛・額 17 L45 19 L7悶 3・l M9 59 L79 28 L26 42 L45 63 L73 ig L77 5 L35

バ 七 り 39 L80 18 1」i7 li7 2. 31 . b8 188
3了 Lli2 40 L72 71 2、嶋 1了 L84 ト Lo3

ね  ぎ  頭  ち し ゃ 訂［ 2呂 L3. . 1 25 Lg5 37 L31 62 L70 49 L73 ・16 L35 82 L92 18 L簿 5 L5¢

パ セ  9 26 L6？ 15 L三4 15 L80 60 L76 33 L・18 3～ ljiI 薦 L95 12 L41 3 0. 83

ら しゃ灯1 ペ  セ   ワ 14 Lhi 21 2. ⑪0 5】 2. 20 60 L98 29 L29 31 L37 77 2. 1〔i 19 L7？ 番 L32

讃    杓 き↓う菓広田漿傾 鼠〕 2. 呂4 ;モ0 2. 紹 66 2. 52 62 2』1】 49 2」1 53 L呂5 58 1樹 26 2哺
  r
W 2F

小 松 菓 45 2. 111 31 2. 67 71 2. 74 7了 2. 29 512. 17 66 225 92 21｝1 21i 2」:1:～ Il｝220

辛 チ 漿 45 2」述 31 2. go 67 2. 81 66 21・1 512211 む18 2. レ1 95 217 l15 1. 95 3 L93

かぶの葉 昌9 2. ！:17 33 2、曾1 51三 2. 70 60 1. 97 48 L97 53 L8藍1 97 2」1 24 L8・1 7 L60

のざわ菓 46 271 33 287 了6 3. 【19 61 2. 〔13 45 L90 51｝ 1. 了G 92 2、Olj 25 L85 9 2. 25

大根の躯 50 3」工Z 34 3咽 66 2. G7 騙 LSO 46 2. ⑪4 49 L77 95 202 23 Lア6 呂 L5ピ

大根1粥1菓 51 3」6 32 2. 部 71 3』2 60 L89 49 2」3 57 2、06 ！17 ピll↓ 24 1」ド 9 L邸

広島菜頬 小 松 菓 52 27霧 31 2. 9⑪ 79 3. 07 68 2、92 Il15 L鋼 6z 2倒 12 :～. (即 25 2」 5 L71

辛 . r 菜 43 278 33 3. 〔器 ¢3 2. 64 lj5 232 II6 L95 51i 2. α) 窓7 1. 87 25 L即 7 2. 33

か日の菓 53 3. ll 30 2. 85 78 3. 】4 77 26禽 . 12 L63 了1 2」1 99 L92 24 L8β 】1】 2. 鱒

のざわ莱 57 3. 20 36 2. 三12 73 2. 9・1 呂フ 30D 48 L92 79 2. 12 l12 2」9 25 L93 m 255

大根の藥 56 3. 08 3112. 65 総 2. 21i 咽 2. ⑪1 ・1！至 L77 了5 2. oo 9J L69 27 2. oo 6 L73

大根間引葉 55 3、2⑪ 38 2. 89 59 2. 37 ゴi2 2. 03 45 L82 75 2. 07 92 L75 26 L87 7 L｛即

小掻 菜 卑 子 莱 14 250 32 2震5 72 2. 9】 η 2、‘8 50 L9了 61 222 93 :ぞ12 :！. I しき3 9 185

か日の盤 14 35a 35 3. 2Ω 75 2、98 84 236 5〔1】97 57 L93 Io［」 ピ. 22 21 L(迅 B Iコ石

のざわ葉 42 2. 引 36 3」1 ？6 3. oo 82 z、75 11i L縄 65 2. 15 89 2. 〔y7 25 L91 9 2. ⑪o

た椴の葉 38 2」3 24 257 45 Lβ9 59 L98 42 L9β 56 L87 93 2. 1〕1 26 2. 09 9 L48

大根問弓1葉 39 2. 2了 24 2. 51 5騎 2潮 1～5 2. 09 53 2. 23 60 2. 04 88 2. Dl 22 L73 8 L44

辛子菜 かぶの葉 57 364 43 3. 9け 84 3. 55 91 3. 18 57 2. 2了 78 2. 89 12i 2. 醒9 3卜 256 1く12. 1！呂

のざわ菜 52 3. 38 43 3. 95 翻9 3. 78 90 3. 2弓 52 215 63 2. 苫7 川  は. ㌦3 31 じ、1呂 8 2」7

大槻の葉 43 2. 80 28 2. 69 51 2」6 55 L95 47 2」2 ～I L87 曾2 L97 25 L99 9 1. 6⑪

大根朋引葉 45 2. 87 29 2. 74 58 211＝ 印 2. 〔路 50 2」2 57 2」1 96 2」6 2了 1. 91 8 L55

かぶの葉 のざわ莱 5tl・122 45 3. B呂 1〔13 4. 2了 98 3. 50 65 2. 45 81 2. 44 122 2. 55 32 2. 36 Il 2. 65

尺根の蘂 6u 360 33 2. 窪rl ゴi7 2. 71 57 2コ1 51 2. Ul 71 2」〔｝ IO9 2」5 2i・し窪8 9 1ア1｝

大根朗酬築 h4 3. 92 瀦 2. 宵 70 2. go 69 235 詞 2. 12 78. 2. 4q 103 2. Kレ a1 L∵5 8 1. 59

のざわ菜 丸根の 葉 59 3. 3而 舗 3. 14 lj2 2. 52 6・1 320 51 L98 72 L！Ll 96 Lgo a7 2. llo 8 L79

大田附1漿 62 3. 63 35 3燗 7工12、87 65 323 49 L96 ？4 2. l17 IOI 2. 嘱 鋼 1. 72 9 2』li

六嵌の葉 大根闘引導 76 . L36 44 3. 15 93 3. 63 103 3. 22 ㈱ 2. 69 99 2. ‘9 149 2. 88 31 2. 】9 12 Ls8

酢の物・あえ物 ほうれん草 ね ぎ 貿i 32 Lli9 24 2旧 57 z」6 69 LB⑪ 41 L59 52 Ll9 翫i L79 2き 2. 33 き L3崩

ちしゃ訂i 35 L74 26 L8了 53 2川 ｛沁 L95 39 1認 57 L『4 7曾 LOI 2～ 2. :～1 せ; Lη

せ    り 24 Lli4 12 L63 15 L92 謁 L。i6 3⑪ L35 39 u9 78 L79 23 2」:18 1⑪ 2. 71

ク レ ソ ン 15 L22 15 151 . 鱒 Li15 4【 L31 42 L65 31 L35 55 L・［9 15 1. 7U J L39

パ ーレ リ 27 Lgli 15 L63 111 2. 〔II 弱 Ll↓7 34 L・12 3ε5 L4臼 57 L53 隅 1、直4 5 2. 応11

プロコリー 27 L31:i 2【｝ 1. 85 39 L50 45 L36 31｝ Ll［1 50 L48 77 L56 16 i. 17 7 2. 33

ね  ざ  類  ち し ゃ 頬 43 2. 20 30 2、53 羽 L呂2 71 2. 04 35 L38 61 200 田 2、oコ 25 2. 26 6 L8画

せ    al 38 L70 24 2、嘱 51 L75 79 2、09 4g z31 5rl L95 83 2、oz 23 2. 21i 5 L51

ケ レ ソ ン 」5 L56 29 2」8 蔀5 L79 62 L了li 38 L56 ・11 L81 611 L66 13 1、45 3 Lu
バ セ  11 38 163 25 2. 30 屯8 L96 6‘i L59 覗 i. 82 ・13 L79 6詫 L81 19 2. ll; 5 L76

プロ7コリー 25 L32 22 2. 15 43 L「・7 49 L41 13 L87 19 L5お 1:1 L鋼 B l. 2s 3 1」1

rし‘・類 せ    り 3匡｝ L83 i7 LgI 44 2. 02 55 2. 09 29 】. 44 4「・ L83 B9 量. 68 21 】. 瓢 7 :～. 22

ク レ ソ ン 2(I L30 25 2. 35 4⑪ 21〕1 li2 211 32 L鱒 脚 L38 r・5 L5お 12 1. 32 2 0. 6B

パ セ  リ 3【 L曾5 23 2. ;モ9 43 2. 31 1｝U L95 30 L34 43 i. 39 llg L田 14 1. 52 ゴ｛ 2胴

プロ. ！コワー 28 L51 21 L96 56 2. 35 55 Lεゆ 36 量45 50 L59 81 L叙〕 15 1. 39 5 L59

せ   ｝｝ ク レ ソ ン 14 Lgl 37 2. 94 75 2、7蜻 87 2. 50 45 L86 56 2」7 猷〕 2」も 口 」. 76 i L別1

パ セ  リ 44 2. 12 28 2、［15 57 2湖 了3 2. 09 ｛5 2』3 詞 2. 05 80 2. 2⑪ 17 L68 ？ 2. 68

プロソコリー 21 154 14 L6ピ 51 2. 01 5！甲 L88 26 L鋤 33 L23 77 1. 瞬 20 L』u 5 L67
ク レ ソ ン  ペ  七   ∫ 39 L79 22 2、⑰. 1 57 2. 46 62 L93 40 Lli2 45 L呂2 79 L84 20 1. 59 7 uコ

プロ・コリー 211 L・II 18 2. ｛〕3 37 L64 α:12」12 3く L17 27 L22 66 L醸 1呂 L59 4 Lo6

パ セ リ プツニ1リー 劉 L65 22 2. 09 58 2. 51 76 232 26 L37 28 L20 ？3 L71:1 llj I. 39 ど L併

ボールド体二二は選択率1以. . ドを示1寸㌃、
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河里f・)｝ifl. 日

吻女性
幼稚二二 小学生 τ1‘学生 高技生 短大'k 20才代 30才代 Ilo才代 鱒. . 撒 5雌才代

潤理法   野菜1   野菜2 人 選 人 選 人 避
ノ
、 逃 人 選 人 選 人 避 人

1
悲 人 躍 入 遡

択 択 択 択 釈 択 択 択 択 択
数 率 数 率 数 率 数 率 放 率 数 率 数 率 数 寧 数 率 数 率

揚  げ  物 ピーマン しその葉・実 37 L58 24 L62 54 L74 3
1

L51/) 1
3

o. 87 25 L3・1 齢 L. 10 衡 L｛即
I
l

L. lo 6 L71

焼き物・妙め物 ピーマン ほうれん藁 32 L51 15 L〔17 繍 Lε6 33 L48 レ
1 L85 10 L7嘱 I12 L49 66 L38

】
畦

Ij三3 5
  . 
k4(1

ね ぎ 貿〔 39 L85 21 L35 62 Lgo 3了 L86 m L40' 2～ L1呂 11曝 L旧 s9 L39 1
1

21〕1 お L6了

広島禁頃 25 L31 12 0. 91 50 L嚇9 22 L41 n L紛 32 1訣1 92 L:雪3 63 M3 ｝
1 L鋤 5 L36

「 噛                

?    り 28 L. 13 :ま3 L73 姐 しお 37 L7満 l
i

0. 91 ｝！5 1胃 94 1訊｝ 5
1

L¢1 G Ll 1 L92

ブロッコリー 29 L・17 z5 Lll・1 鱒 L62 30 L65 ピ L2i 24 L！・霧 旧睡) L！講 ¢6 L61 1
2

L7瓢 5 H⑪
ほうれん帯〔 ね   ぎ  顕 25 L13 2‘; lj∴11 鯛 L嚇 43 2」く) 111 L31i 2？ 卜15 II7 Lア5 73 Lフ7 1

5
2. 16 6 L倒

広島菜顎 2フ L31 1曾 L32 59 L59 3
7

2. 02 1
2

レ18 32 L74 l12 L59 73 ］. ｛旧 】o Llj7 7 L9菖

「雫             . 9

C、     り
29 L5唖 18 L33 52 L57 35 L70 1

:
i

0. 32 22 1. 47 98 L53 5〔1 L鑓 10 2忍6 5 2. 61

プロリコリー 32 L57 17 L32 53 L65 29 1. 64 】
o L32 26 1715 I14 L75 67 L63 1

1
しし17 5 L33

ね ぎ 類 広島楽頭 36 L72 20 L45 62 L71
3
1
1

L73 1〔｝ L30 24 L37 K珂 L弱 8u ！. 05 1
5

3. 74 5 L33

に   ら 34 L75 15 LI5 55 】燗
. 12

L曾3 1
3

Lε7 28 L98 95 L67 1呂 1. 3〔1 9 2j13 3 1. 44

プロワコリー 29 レ11 18 1. 47 1ε L墨8 37 L81 1〔｝

L5呂 30 L鴎 1に L璃
6
『

1. 81 1
1

L9？ 7 L8マ

広島菜類  に     ら 34 L翻 23 L78 櫛 L95 3
5

1曾～ I
l

L511 20 LII5 描 L45 52 L35 9 2. OI 5 3. 27

プロ㌦・コリー 39 aj12 23 2. 02 4・1 L52 38 :ぞ⑪1～ 1
4

L9「1 24 L45 Ilo L76 70 1. 斜 1
2

L95 7 L71

に    ら プロ・鳶コリー 28 L19 29 255 5
1

L69 1
1

2. 06 l
o

レ18
3
［

2. 42 93 L閑 1g L3・1 7 L・lo 5 2. 85

鍋        物  ‘iうゴしん草  春       :菊 38 Ll19 20 皇. 3ξ 19 1. 28 ・11 L81. 1 1
2

L『・1 32 1. 63 9【 L48 05 Ll;・1 8 L58 5 と. o‘

ね ぎ 煩 39 L59 匁〕 L8¢ 53 L22 1
1

L6rl I
l

13s 37 L77 川
1. 71 70 L32 8 L58 7 L95

窪 つ 葉 43 L84 32 2」⑪ 60 L46 4
1

L50 1
2

L39 37 L88 腫。 1. 69
7
・
1

L77 了 臥29 5 L40

せ    り 3⑪ L66 35 L卵 5嚇 L61 2
1

L33 8 Ll16 23 LI5 92 159 ㌃. 1｝ 2. 伽 K:1 i. 蹴 ・
1 レ15

春  葡ね ぎ 類 42 L67 23 L65 1温 L87 39 L79 1
3

Lli5 舗 L9 l15 Lgo 82 L『5 l
l

2. 12 8 2. 29

花 つ 葉 53 Lgo 27 L94 lig L89 49 2. 03 1
5

1. η 3
1

L75 126 2. 21 82 LB5 8 L38 7 L8『

せ    り 41 L嘱 28 2. 28 6
】 L83 38 L了6 1

2
L59 24 LIII 82 L70 ・13 L3了 6 Llぞ6 7 z. 05

ね ぎ類三 つ 葉 39 L58 27 1. 嗣 63 L59 :II L50 1
6

L55 36 L95 13⑪ 2、1了 76 L61 9 Lア5 旺 L36

せ    り 31 L66 17 】. 38 56 L62 22 L37 12 L2昌 鈴 L5s 75 1. 50 56 1了！〕 1
2

2. 42 。
; 1」＝∵

三つ潤せ   り 43 2. 15 30 】∴融 6
1 2」8 36 L了7 1

6
1ふ。 25 L3？ 1⑪？ 2. ⑪1 76 9 L留 9 2. 25

」嚢         物  ‘」うゴしメL草  ね   き「  奨良 36 L48 31 1. 72 ？『 L65 1
2

L63 1
7

L！1. 1 総 L56 1⑪『 L73 了9 2」〕ド
1
＝ 2. 3¢ 零 223

広島菜偵
41) L68 3「 L6了 72 L72 13 L了9 15 L73 35 L48 l12 L73 7

2
L92 l

l
L89 l

j Lη

1・扮 菜 37 Lボ;o 21・L513 57 L31; 36 L32 16 L68 関 L46 Io9 L6窪 72 L瞳1！ 1
3

2. 37 8 2. ご9

ふだん草 31 L嚇9 19 L41 54 L49 23 1. 12 1
2

L87 20 L21 了9 L馴 62 IjlI 1
＝ 巳. 22

1
:
i Lm

に   ら 37 L88 22 L62 58 L55 36 L5ピ ヨ L38 26 L46 1⑪1 L82 liコ. 

L9呉 臼 L83 5 1. 9・1

ね ぎ 頬 広島茱領 42 L73 22 L弓3 7
1

1胃 3
1

L. 1護 I
I

1」呂 27 L42 I15 L99 59 L81
i
.
 
1

2. 58 7 L132

小 松 菜 39 L61 19 L2｛1 7
1

L72 28 ljj3 13 L48 3
1

L66 Io5 1. 了3 7
1

L73 1
2

:～51 L93

ふだん卓 30 L59 17 L32 lig L呂8 1
6

L37 l
I

L72 1
δ L33 1;7 L37 56 L5嚇 l

o
コ. ⑪2 5 1」5

に   ら :列 L66 23 L71 。三⑪ L64 38 Lη Io 口8 39 L胴 ド9 L72 55 L75 ほ 2」6 4 L85

広島果鋤 小 松 菜 61 256 3B 242 91:｝ 23旺 55 L酬
1
9

L92 44 L87 日・皇 2. 27 路 2. コ4 1
5

コ. 42 7 しお7

ふだん草 45 2. 12 23 L星～9 躍3 2. 37 44 L1騒 15 L77 2 L63 ！〕『 L81 5了 Li↓7 6 L⑪5 5 1. 25

に    ら 3了 L83 36 2. 03 lil

田5 41 L⊆II
1
【 L63 28 L61 】08 Lgl・ 53 L薩3 i

2
」. 89 3 L8

小 骸こ要 . ;・だん 倦
｝
、
1 2. 31 39 2」」 m2 2. ‘4 ？8 L24 22 2瀕

3
1
1

1. 80 121 2」1
71:1 Ls6 5 L28 9 刻6

に   ら 欝9 L93 25 L85 70 L！:1呂 36 L58 り M8 311 L75 94 Llj呂 引 L呂4 9 L～. 1 6 2. 25

ふだん草 に    ら 35 L79 26 L92 63 L95 27 Lzo 霧 1. ‘｝3 22 L67 63 IJ2 嗣 しさ。 B L37 4 L50

算       杓  ほうれん草  春      菊 11 L73 24 L65 65 LliI 53 L96 1
1

2. ‘2 29 L羽 】05
 . 
kli8 了3 L87 1

5
忽33 8 三」3

わ ぎ 傾 23 Llし1 26 1ji5 73 L63 45 L48 1
5

】. go 33 L63 1「｝5 し61｝ 惣 L幽
l
I

2. m 『 1. 56

醒 つ 葉 』8 2、仙z 32 田9 65 1. 56 身3 L52 1
3 L詞 35 L61 95 1・13 ｛遡 1. こ3 1

1
1. 88 5 1. 60

春  葡 ね ぎ 頬 31 L33 19 L・ll 72 L86 43 L87 9 LI9 :モ2 1湘 ］23 2」1) 85 L98 】
1 2、m 8 1. 71

三 つ 榮 5〔｝ 1. ～ち;. 25 L71 ？6 2. 08 53 2. 27 17 L7｛1 :｛4 L69 126 2」4
了！:1 L83 1

1
L引回 5 Lgz

ね ぎ 類 三 つ 葉 31 L3【1 22 1. 赫 7
1

L79 38 L47 1
6 し67 32 Ll㍉1 126 2. UI 71; L72 1

4
Σ. 7？ 6 L71

汁        物  ‘1うゴしメレ草  春       菊 34 L52 聡 L97 63 L73 40 L8且
】
4

2. 01 37 L！5 鮒 L63 7‘ 1. 83 1
2

ワ9マ'r H ｝ i 0. 55

ね ぎ 額 32 121 28 L72 6呂 L59 I15 L6. 1 12 1. . 13 32 L虻19 109 L6⑰ 5 L了11 1
1

1こ. II8 z 0. 92

三 つ 葉 46 2」〕8 出〕 L94 51昏 L73 3rr L3『 I
I

L29 33 Lε5
ll. . 1 L70 32 L79 I

o L呂9 3 L20

べ ・ヒ リ 調 L7？ 18 L鯛 4・1 L45 30 L59 I
I

L旺7 27 L‘i8. 82 L60 63 L89 1
0

2. 23 5 しも7

春  菊ね ぎ 襲 お L32 21 】倒 5呂 LglI 隷9 L8・1 7 α94 37 2」⊃2 12i 2. ⑰1 呂3 L83 1
2

227 7 u4
三 つ 葉 4了 L7a 31 2」7

ア
4 2」7 47 2. 13 13 Lr鴻 紛 L9⑪. 128 2」8 呂8 L可｝ 1

6
:～38 l

r
L‘13

パ  セ  リ 訓 L33 32 2. . 15 li5 2llI ;七6 1. 77 l
l

L43 31 LgI Sl 1. 83 ・16 1. 59 8 024 3 L20

れ ぎ 訂i三 つ 葉 31 L26 29 1. 81i ri3 L71三 42 L73 20 2. 1｝3
3
星 L77 【31 2. 03 78 L77 1

2
3. 33 9 L3吐｝

パ セ リ 2
1

1. ⑪1 13 L51 52 L了4 27 ljiI｝ I
I

L48
a
l
I

L(珂 56 L. ll:1 46 L56 I
l

L83 5 L36

三 つ 簾 パ  セ  リ 47 2. ‘夏1 25 L9｝！ 54 1. 胃 舗 L79 1
1

L28 32 2. i5 護li L鵠3 52 L80 L
l じ. 66 β L69

蒸  し  物 ほうれん草 春    菊 31:。

L鱒 ど. ' 2、09 58 L53 42 L89 13 2. ‘踊 33 L9‘ 119 L縣
8疋〕 1. go

【
ビ 二！. 1ご フ 233

三 つ 襲
・肌｝ L81 30 2〕r｝ 鯛 1. 72 4. 1 ！. 図

レ
1 L7・1 32 L85 11嚇 L79 7

1
L:. 「3 巴 2」2 弓 L33

春  菊三 つ 蘂 53 L1・1 33 2. ピ7 7｛｝ 2」4 53 2. 33 1
3

16i 34 1」7 142 2・16 潤 2. 08 卜
1 2. 57 6 L・14

ボールド. 体数字は選択率1以ドを示す、

一50一



異なる野菜に対する同一ll播好段階選択率

幼翻ll団児 . 小学ごk ・卜学生 高校fヒ t超大fl… 3吋佳 3ゆ才代 ・叫代 50才代 60. . 1'代

潤理法 野. 菓1 野菓2 層
人

j践 人 避 入 選 人
 . 

I 人 選 ■
人

選 入 斑 人 遡
ノ
.
 
、

i
避 入 選

択 択 択 択 択 択 択 択 択 択
数 率 数 率 数 率 . 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 串 数 率
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表4. 再調理法における同一嗜好段階選択率の平均の年齢段階に伴う変化

〔1)男 性

調 理 法 組合せ数 幼稚園児 小学生 ll・学生 高校生 20才代 30才代 40才代 50才代 60才代

揚 げ 物 1 1. 81 L27 2. Ol 1. 85 L87 1. 30 L52 L62 L30

焼 き物・妙め物 15 L56 1. 97 1. 91 L67 L52 L57 L64 1. 85 2. 07

鍋 物 10 1. 68 2. 36 2. 01 L82 1. ｛. 5 1. 65 1. 91 1. 83 2. 12

煮 物 15 L90 2. 31 2. 02 L9〔〕 L59 L64 2. 01 L72 1. 69

丼 物 6 L73 2. 47 2. 04 1. 66 1. 61 1. 71 L99 2. 11 2. 2し

汁 物 10 1. し7 2. 09 2. 17 L80 L71 1. 70 1. 89 L71 1. 82

蒸 し 物 3 L98 2. 48 2. 22 1. 90 1. 60 L77 2. 12 2. 19 2. 13

な ま 物 6 L55 L86 1. 87 L78 1. 48 L6】 1. 97 1. 74 1. 39

漬 物 28 3. 06 2. 98 2. 86 2/1i 2. 05 2. Il 2. 12 1. 9b 1. 93

酢の物・あえ物 2
1

1. 68 2. 09 2. 05 1. 87 1. 57 1. 65 L77 L76 1. 75

2)女性

調 理 法 組合せ数 幼稚園児 小学生 中学生 高校生 短大生 20才代 30才代 40才代 50才代 60才代

揚   げ 物 1 1. 58 1. 62 1. 74 L50 O. 87 L34 L40 L60 L40 1. 71

焼き 物・妙め物 15 1. 56 】. 53 1. 64 1. 81 1. 44 1. 69 1. 6】 L53 1. 92 L85

鍋 物 10 1. 73 1. 83 L66 L66 L49 1. 61 L80 】. 80 L71 i. 84

煮 物 1し 】. 83 】. 71 L86 1. 51 1. 69 】. 58 1. 78 L81 1. 89 L81

丼 物 6 1. 56 L62 L76 L76 L67 L62 L84 1. 80 2. 18 L77

汁 物 10 L52 L87 L80 L74 L51 】. 86 L79 1. 77 2. 22 L23

蒸   し 物 3 1. 88 2. 15 1. 80 L95 L80 1. 93 2. 07 】. 90 2. 30 L70

な   ま 物 6 1. 52 L51 L69 1. 46 1. 15 1. 59 L70 1. 62 1. 91 1. iレ5

漬 物 28 2. 77 2. 2'1 2. 34 L95 2. 【8 2. 08 2. 17 2. 01 2. 07 L43

酢の物・あ え物 21 L71 1. 56 1. 60 1. 50 1. 24 1. 73 L62 1. 62 1. 82 1. 82

低いことは、これは材料の影響が残りやすい調理法であるためと考えられる. 揚げ物における

小さい値は、ここでは調査の対象としてピーマンとしその葉・実という感じの異なる材料を選

んだためであると考えられる。

 表4における各調理法に関する同一1嗜好段階選択率によって年齢段階に順位をつけると、男

性では小学崖と中学生における同一嗜好段階選択率が他の年齢段階における選択率よりも高い。

幼稚園児では保護者がアンケート用紙の記入をしたが、小学坐以上では本人が記入した。従っ

て、上記の結果が小学生と中学生は材料に対する認識が一部で不十分であったことによる可能

性がある。20才代では他の年齢段階に比べてli可一嗜好段階選択率が低い傾向がある。'女性では
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異なる野菓に対する同・ll融r段階選択:率

50才代における選択率が他の年齢段階における選択率より高い調理法が多く、短大生の選択率

が全般に低い。また、調理法によって年齢段階の順位が異なる。1司一嗜好段階選択率の年齢に

伴う変化は、年齢に伴って材料に対する認識が深まるためであるとすれば、年齢に伴って選択

率が減少し、しかもこの傾向は特に調理を担当する女性において著しいはずである。しかし、

このような傾向は認められない。従って、上記以外の要因による可能性があるので、更に詳細

に検討しなければならない。

 なお、表4では材料の組合せが調理法によって異なり、調理法によっては選択率が高い組合

せや低い組合せが含まれる、、しかし、平均値はそれらを含んだ値である。これらの平均値によ

る調理法の順位を考察に用いるときは、この点に留意しなければならない。しかし、各調理法

における年齢に伴う選択率の変化について考察を加える場合には、組合せの組成はいずれの年

齢段階でも同じであるので、この影響は考えなくてよい］

 3・4. 材料とする野菜の組合せと同一嗜好段階選択率の関係

 野菜の各組合せにおける同一嗜好段階選択率の平均値を表5に示した、年齢段階によって対

象とした人数が異なるので、各年齢段階において同一の嗜好段階を選択した人数の実測値と期

待値を求め、それらの和を用いて全体としての選択率を求めなければならないが、ここでは、

表3に示した選択率の平均を示した。従って、年齢段階による調査人数の違いは無視されてい

る。また、調査人数が少なかった60才代〔男女)や女子短大生と50才代に関する選択率は変動

が大きく、平均他にはそれらの影響が強く現われる。このことを考慮しながら表5を参考とし

て表3を検討すると、次の傾向が認められる。

  3・4・1。揚げ物:ピーマンとしその葉・実に対する嗜好段階の選択を調査対象として

取り上げた。感じが異なる材料であるにもかかわらず、同一嗜好段階選択率は女子短大生以外

では1より大きく、男性ではし27｛小学生)から2. 01(中学生)まで、女性では0. 87(簿大

生)からし74(中学生)まで変化したしかし、選択率の年齢に伴う増減傾向は認められな

かった。表4に示した各年齢段階における選択率の平均値を用いて調理法に川貞位をつけると、

男性の中学生と20才代を除き、この調理法における選択率の平均が他の調理法のそれらに比べ

て最も低い年齢段階が多数見られ、この調理法における同一嗜好段階選択率が最も低い……Iilj

方の材料に対して同じ嗜好段階を選択する率が最も低い……両者の違いが最もよく認識されて

いる……傾向がわかる、、これは、先に記したように、感じの異なる材料に対する嗜好段階の選

択を調査の対象としたためであると考えられる

  3・4・2. 焼き物・妙め物:ピーマン・ほうれん草・ねぎ類・二二菜類・にらおよびブ

ロッコリーという6つの材料に対する嗜好段階の選択を調査対象として取り上げた。すなわち、

これらの野菜には、伝統的なものと歴史の浅いもの、特殊のニオイが強いものと弱いもの、日

常比較的頻繁に供されるものとそうでないもの、というように種々の観点から性質が異なる野
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表5. 野菜の名糸ll合せに関する同一嗜好段階選択率の平均

調 理 法   野菜1 野菜2 男性 女性 調理法  野菜1 野菜2 男性 女性

陽  げ  物 ピーマン しその葉・実 L62 1. 48 な  ま  物 春   菊 ね  ぎ 類 L89 L80

廃・妙 め 物 ピーマン ほうれん草 1. 65 1. 52 ち し ゃ類 L55 L35

ね ぎ 類 1. 62 1. 65 バ  七  リ L84 1. 77

広島菜類 L54 1. 42 ね ぎ 類 ち し ゃ類 1. 62 L48

に ら 1. 62 L47 バ  七  リ L56 1. 52

ブロッコリー L72 1. 58 ちしゃ類 バ  七  リ 1. 69 L50

ほうれん草 ね ぎ 類 L83 1. 72
1漬        雪勿  き ょ う 菜

広島莱類 2. 23 L66

広島菜類 1. 81 】. 64 小 松 菜 2. 31 L88
に ら L70 L60 辛 子 菜 2. 31 L90
ブロッコリー L90 1. 59 かぶの葉 2. 22 L86

ね き 類 広島菜類 1. 80 1. 70 のざわ菜 2. 28 L87
に ら L76 L68 大根の葉 2. 19 L92
プロ・ソコリー 1. 80 L71 大根問引菜 2. 32 2. 03

広島菜類 に ら L58 1. 86 広島菜類 小 松 菜 2. 38 2. 05

ブロッコリー 1. 84 1. 83 辛 二f 菜 2. 31 L96
に   ら ブロッコリー 1. 84 1. 89 かぶの葉 2. 42 2. 05

渦     物 ほうれん草 春 菊 L71 1. 61 のざわ菜 2. 53 2. 11

ね ぎ 類 L69 1. 65 大根の葉 2」4 L93

三  つ 葉 L71 1. 63 大根間引菜 2. 21 L92

春   菊

せね ぎ り
類

L79
P. 86

1. 56

P. 87

小 松 菜 辛 子 菜

ｩふの葉
2. 30

Q. 34

2. i7

Q. 08

三  つ 葉 2. ll 1. 86 のざわ菜 2. 36 2. 17

せ り 1. 96 L69 大根の葉 2. 00 Lgl

ね ぎ 類 三  つ 葉 1. 90 1. 72 大根間引菜 2. 08 L95

せ り 1. 77 1. 62 辛 子 莱 かぶの菓 3. OO 2. 57

三 つ 葉 せ り 2. 33 L93 のざわ菜 2. 85 Z. 48

大根の葉 2. 12 L93
捲     物 ほうれん草 ね ぎ 類 L84 1. 84

大根問引菜 2. 22 2. 12

広島菜類 1. 77 L73
かぶの葉 のざわ菜 3. 15 2. 81

小 松 菜 1. 72 L75
k根の葉 2. 37 2. 30

ふだん草 L17 L47
大根間引菜 2. 44 2. 34

に ら L76 L70
のざわ菜 大根の艇 2. 31 2. 25

ね ぎ 類 広島菜類 L77 1. 69
大根間引菜 2. 4〔〕 2. 22

小 松 菜 L82 1. 69
大根の葉 大根1川引菜 3、〔｝0 3. 06

ふだん草
ﾉ ら

1. 60

P. 84

1. 53

P. 76
■酢の物・あえ物 ほうれん草

ね き 類 L83 L65

広島菜類 小 松 菜 2. 30 2. 15 ち しゃ類 1. 84 】」｝3

ふだん草
1. 97 1. 65 せ    り L81 L46

に ら 1. 92 1. 82 ク レ ソ ン L51 L33

小 松菜 ふだん草
ﾉ ら

2. 32

k88
L99
P. 79

パ  七  リ

uロッコリー

L76
k57

L45
k17

ふだん草 に ら L99 1. 66 ね ぎ 類 ち し ぺ・類

ｹ     り

2. 01

P. 96

1. 78

P. 79

月＝    物 ほうれん草 春 菊 L85 1. 84
ク レ ソ ン 1. 68 1. 54

ね  ぎ 類 L87 1. 66
バ  セ  り L90 1. 72

三  つ 蒙 】. 82 1. 66
ブロッコリー L52 L63

春   菊 ね  ぎ 類 1. 94 L73
ちしゃ類 せ     り 1. 89 L45

三  つ 葉 2. 27 1. 90
ク レ ソ ン L56 1. 42

ね ぎ 類 三  つ 葉 1. 95 L75 パ  セ  リ L97 1. 51

汁     物 ほうれん草 春 菊 L73 L73 ブロッコリー L72 1. 69

ね  ぎ 類 L79 L56 せ    り ク レ ソ ン 2. 20 19｛〕

三  つ 葉 L73 L68 パ  セ  リ 2」9 2. 01

パ  セ リ L73 L72 ブロッコリー L67 1. 64

春   菊 ね  ぎ 類 1. 84 L69 ク レソン パ  七  リ 1. 83 1. 82

二   つ 葉 2. ｛〕6 1. 91 プロゥコリー L58 L59
パ  セ リ 1. 85 L79 パ セ  リ ブロッコリー 】. 78 1. 72

ね き 類 三  つ 葉 1. 85 L79
パ  セ リ L78 L52

三 つ 葉 パ  セ リ L93 L91

権   し  物 ほうれん草 春 菊 2. 17 L97
三  つ 葉 L74 L78

春   菊 三  つ 葉 2. 21 2. 09
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異なる野菜に対'する11i'1一・1嗜好段階選択…率

菜より構成される. 表5に示す同一嗜好段1;kt選択率の平均値の変域のll」蘇は狭く、男性では1. 54

(ビーマンー広島菜類)から1. 90(ほうれん草一ブロッコリー〉まで、女性では1. 42(ピーマ

ンー広島菜類)から1. 89(にら一ブロッコリー)まで変化した。選択率はブロッコリーと他の

野菜との組合せにおいて高く、ピーマンと他の野菜との紺合せにおいてやや低い傾向がみられ

た。2. 〔〕0以上の選択率は、男性では27の組合せにおいてみられ、その大部分の材料ではブロッ

コリーか広島:菜類との組合せ、年齢段階では小学生・中学生・50才代・60才代であった。女性

では選択率が男姓におけるよりもやや低く、しかも変動が大きかった(男性では1. 24から2. 89

まで、女性ではO. 82から3. 27まで〉。2. 00以上の値は18の組合せでみられ、それらの多くにブ

ロッコリーが関与している。年齢段階では50才代に多かった。1. 40以下の値は男性で12の組合

せで幼稚園児と高校生以上にみられ、女性では29の組合せ、材料ではピーマン・ほうれん草・

ねぎ類・にらなどほとんどすべての年齢段階で見られた。

 すなわち、男性に比べて女性では異なる材料の調理法に対して同じ嗜好段階を選択する率が

低い……材料の違いをよく認識して回答している。男性では小学生・中学生及び50才代と6〔〕才

代で選択率が高い組合せが多い。前者の年齢段階について、高い選択率を示した野菜の各組合

せに関して、ニオイ・日常性・伝統的等について共通性を見いだしにくいが、中学生において

高い値を示した組合せの大部分は小学生も高い値を示しているので、何等かの根拠はあると考

えられる。しかし、それを見いだしにくい。これらの年代では、材料の違いよりも野菜全体に

対する嗜好と調理法に対する嗜好の影響が強いためであると考えられる。

 高年齢において高い選択率が見られたことについて、伝統的な野菜の問の組合せ・歴史の浅

い野菜の間の組合わせ等で選択率が高くなる可能性が考えられる。しかし、このような理由て

は、高い選択率を示した組合せの約半数しか説明できない。残りの大部分の組合せにおいてブ

ロッコリーが関与している傾向が認めウ)れるが、その理由は不明である。

 女性における高い選択率の大部分にブロッコリーが関与していることを記したが、それと組

合わされる野菜について共通する性質は見いだしにくい。年齢段階では50才代に多いが、この

年齢段階の調査対象は21名であり、あまり多くないので、同一1嗜好段階選択率は実測値と理論

値……これはそれぞれの料理に対する各嗜好段階の人数より求めるのて、更に小さい値から求

められた……のわずかな変動の影響を受けやすいためであると考えられる。

 男性における小さい選択率12個と女性における29佃のすべては、伝統ri9で身近かな野菜が関

与しており(女性における大部分0)組合せでは両方ともが伝統的な野菜てある)、組合された

各野菜の性質をよく認識している結果であると考えられる。

 このように、「焼き物・詠め物」には種々の野菜が用いられ、表5に示した選択率の平均値

の変域を取り上げても、表4に示した選択率の平均値の大きさによる調理法の順位を取り上げ

ても、極めて平均n勺な調理法……特にこれらの値または川頁位が極端な値を取らない……とみな
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せるが、上に記したような選択率の変動パターンが認められた。

  3・4・3. 鍋物:調査の対象とした5種類の野菜はすべて伝統的なものに限られる。し

かし、ほうれん草を除く4種類には独特のニオイがある。従って、低い選択率が見られるとす

れば、選択に対するニオイの影響が大きいと考えられる。

 同一・嗜好段階選択率の平均は男性では1. 69(ほうれん草一ねぎ類)から2. 33(三つ葉一せ

り)まで、女性ではし56(ほうれん草一せり)から1. 93(三つ葉一せり)まで変化した。

 この率はほうれん草以外の野菜と三つ葉の組合せにおいて高く、ほうれん草と他の野菜の組

合せにおいて低い。すなわち、誓事イが最も弱いほうれん草は他の野菜と区別して認識されて

いる. また、ねき類とせりの問でも低い。

 表3における2. 0以上の選択率は、男性では小学生・中学生と50才代以上に多い。男女とも

「三つ葉」に関係のある組合せに多い。すなわち、これらの年代では材料の違いは嗜好段階の

選択にあまり影響を及ぼさない、L4以下の選択率はほうれん草またはせりと他の野菜との組

合せに多い。すなわち、これらの2つの野菜に対する嗜好段階の選択は、他の野菜に対するそ

れと共通性が大きくなく、よく認識された上で選択が行われたと考えられる。

 男性の高校生以下の年代において高い選択率を示す組合せがやや多数見られることについて、

次のことが考えられる。これらのほとんどがニオイの強い野菜であり、そのために両方の野菜

に対して「嫌い」または「非常に嫌い」の段階を選択したので、選択率が高くなった可能性が

ある。前軍11＋に記したようにせり以外の野菜は好まれる傾向にある調理法である［］しかし、こ

れは全年代をプールしたときに見られた傾向である。これらの調理法に対する嗜好は年齢に

伴って変化し、次第に好まれるようになる傾向がある。従って、先に記した両方の材料を嫌う

傾向のために選択率が高くなった可能性は、考察の現段階では否定できない。この点は更に嗜

好段階別の同一段階選択率の検討によって明らかにしなければならない。

  3・4・4. 煮物:この伝統的調理法の訓査を対象とした6種類の野菜はすべて伝統的な

ものである。日常最も普通に供される材料の調理法であるので、各人の嗜好段階は確立してお

り、同一嗜好段階選択率は低いことが予想されるが、表4に示した1司一1嗜好段階選択率を用い

てつけた調理法の順位からは、この傾向はうかがえないu

 表5に示す同一嗜好段階選択率の平均は男性では1. 47(ほうれん草一ふだん草)から2. 32

(小松;菜一ふだん草)まで、女性ではし47(ほうれん草一ふだん草)から2. 15(広島菜類一小

松菜)まで変化した。広島菜類・小松菜・ふだん草相互の組合せでは大きく、これらの3種類

はよく似た感じの野菜であり、嗜好か似ているか区別があまりよく認識されていないと考えら

れる。これに対してほうれん草またはねぎ類と他との組合せでは前者に比べると選択率がやや

低い。すなわち、これらの身近な野菜は他の野菜とよく区別して認識されているので、これら

の煮物に対する嗜好段階の選択は他の野菜に対する選択と共通性がやや少ないと考えられる. 、
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異なる野菜に吋する同一嗜好段階選択率

 表3における選択率2. 0以上と1. 4以下の値の分布からも同様な傾向がうかがえる. この表か

らは、その他に、次のことがわかる。男性では高校生以下と40才代、女性では50才代に2. 0以

上の選択率が多い。若い年代でこの率が高いのは、食:生活の洋風化に伴って煮物が身近な料理

でなくなったために材料の違いが十分認識されなくなったことと、こ調理法が野菜の性質を大

幅に変えるために、材料の違いよりもこの調理法の性質が嗜好段階の選択に強い影響を及1ます

ことの2通りの原因が考えられる。しかし、これと反対にそれ以外の年代でこの率が高いこと

は、この調理法が身近なものであり材料のいかんにかかわらずこの訓理法に対する1嗜好が確

立しているためであろうn2. 0以上の値が女性の方が男性より少ないことも、女性の方が材料

の違いをよく認識して回答しているためであろう。

  3・4・5. 丼物:調査対象の4種類の野菜はすべて伝統的なものであるr. 表5に示すよ

うに、この調理法に関する同一嗜好段階選択率の平均の変域は狭く、男性では1. 82(ほうれん

:草一三つ葉)から2. 27(春菊一三つ葉)まで、女性では1. 66(ほうれん草一ねぎ類・三つ葉)

から1. 90(春菊一三つ葉)まで変化した。三つ葉と春菊またはねぎ類の組合せでは選択率が高

く、ほうれん草と三つ葉またはねぎ類の組合せでは低い。以上は年齢をプールした結果である。

しかし、年齢に分けると新たな情報が加わる1、表3によれば男性では選択率が高い(2. 0以上)

組合せが54組中22と多く、特に小学生では6組中5でこの水準を越える。しかし、女性では60

組中12に過ぎない。すなわち、男性、特に小学生ては材料の違いが嗜好段階選択に及ぼす影響

が少ない。

 前論！)に示したように、丼物は男女によって好まれる程度が最も大きく異なる調理法であり、

汁物や鍋物と同様に男性に特に好まれる。従って、男性で高い選択率を示す組合せが多いのは、

好まれる調理法であり、また、調理法の影響か大きい可能性が考えられるttこの点は更に嗜好

段階別の同一段階選択率を用いて検討しなければならない。

  3・4・6. 汁物:ほうれん草・春菊・ねぎ類・三つ葉・パセリの5種類の野菜に対する

嗜好段階選択を調査対象として取り上げた。これらのうち、前4種類は好まれる傾向にあり、

性別によってその程度はあまり違わないが、パセリは嫌われる傾向にあり、特に女性で著しい

㌔このように好まれる傾向が異なる野菜類を対象としたにもかかわらず、1司一一・嗜好段階選択

率が1以下である組合せは、女性の100の組合せのうちで3紐に過ぎない。しかもこれらはい

ずれも好まれる傾向にある野菜相互の組合せである。

 丼物と同様に同一嗜好段階選択率の平均の変域は狭く(表5)、男性では1. 73｛ほうれん草

一ねぎ類以外)から2. 06(容菊一三つ葉)まで、女性では1. 52(ねぎ類一パセリ)から1. 91

(三つ二一春菊またはパセリ)まで変化した。選択率は三つ葉との組合せで高く、ほうれん草

またはねぎ類との紐合せで低い。年齢によって分けると(表3)、男性では小学生と中学生に

関して、女性では50才代に関して高い値(2. 0以上)が多い。低い値は女性の幼稚園児と60才
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代にみられる。すなわち、身近な野菜では材料によって嗜好段階の選択か異なり、男性の小・

中学生では材料の違いが嗜好段階の選択に反映しにくいが、女性の幼稚園児と60才代では材料

の違いが嗜好段階の選択に反映しやすい。

 好まれる傾向にないパセリと好まれる傾向にある他の野菜との組合せでは、同一嗜好段階選

択率が特に低いとみなせず、低い値を取る組合せ(選択率が1. 4以下)は、女性の40組のうち

の5組だけである。好まれる程度が異なる野菜の組合せでは、同一の嗜好段階を選択する人数

は少ない。期待値はこのような影響を消去して考察を進めるために用いた、t表3か月わかるよ

うにパセリの関与している組合せにおいて同じ嗜好段階を選択した人数の実測値は他と比べ

ると低めである。しかし、これを期待仙で割った同一・1嗜好段階選択率では、このように好まれ

る程度の違いの影響は除去されている。

  3・4・7. 蒸し物:調査対象の野菜は伝統的な3種類で、いずれもやや好まれる傾向に

ある:x、取扱った野菜の種類が少ないため、同一嗜好段階選択率と堅f菜の種類との関係に論及

しにくい。表3に示すように、春菊との組合せと小学生(男女)と、50才代(女性)で高い選

択率が現われやすい。あまりニオイが強くないほうれん草と、やや強い春菊と三つ葉を取扱っ

たので、材料の違いが嗜好段階選択に影響を及ぼすと考えられるが、年齢別の同一嗜好段階選

択率(表4)によって調理法に順位を付けると、漬物に次いで高い順位になる年齢段階が多い

調理法、すなわち材料の違いが嗜好段階選択に最も影響を及ぼさない調理法であることがわか

る！. /これについて、この調理法が1二i常あまり頻繁に供されないので、料理の実態を十分に理解

していないで回答をした可能性が考えられる。しかし、これら3種類の野菜はアンケート用紙

上では連記していない。一般にアンケート用紙で連記している項目は同じ嗜好段階が選らばれ

やすいので、その影響は考えられない。従って、ここで見られた1司一嗜好段階選択率が高い理

由を解明しなければならないT主に「好きでも嫌いでもない」と「無回答」の選択率によって

いるか、それら以外の段階の選択率によっているかは、その機構解明の第一歩として重要であ

るので、続報において検討する。

  3・4・8. なま物:ここては4種類の材料に対する同一ll誓好段階選択率を扱った。これ

らのうちで、ねぎ類とちしゃ類は好まれる傾向にあり、春菊はやや好まれるガ、パセリは嫌わ

れる傾向にある㌔アンケートでは春菊とねぎ類は麺類に加えた場合を、ちしゃ類とパセリは

パン類とともにとる場合という注釈をつけてあるので、この同じ分類の問の組合せと異なる分

類の問の組み合わせで、選択率が異なる「1∫能性が考えられるu

 表4に示した各年齢の1司一嗜好段階選択率の平均を用いて訓理法に順位を付けると、その順

位が最も低い調理法であることがわかる。すなわち、材料の違いが嗜好段階の選択に最もよく

現われた調理法である。これは材料の性質をそのまま残した料理であるのて、材料そのものに

対する各自の嗜好か最も現われやすく、調理法の影響をほとんど受けないためであると考えら
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れる。

 表5に示す材料の各組合せに関する選択率の平均値(年齢段階別に求めた選択率の和を年齢

段階の数で害ljつた値)は、男性では1. 55〔春菊一ちしゃ類)から1. 89(春菊一ねぎ類)まで、

女性では1. 35(春菊一ちしゃ類)から1. 80(春菊一ねぎ類)までと、他の調理法における最

高・最低に比べると低く、しかも変域の幅は著しく狭い。これらの低い値の中で春菊・ねぎ

類・パセリ相互の組合せの選択率はやや高く、ちしゃ類との組合せでは低い。すなわち、先に

記した好まれる程度や調理法と同一嗜好段階選択率の関係を見出しにくく、ちしゃ類に対する

嗜好段階の選択は他の材料に対する選択と共通性が乏しいことかわかる。表3より次のことが

わかる。選択率は性別・年齢により異なり、男性では54個(6組合せ×9年齢段階)のうち

2。0以上の他が9個. L4以下の値が10個(うち1個は1. 0以下)であるのに対して、女性では

60個の値のうちで前者は高年齢で4個、後者はほとんどすべての年齢段階にわたって21個(う

ち4個はLO以下)と多く、女性における方が異なる材料に対する嗜好段階選択の関連性が低

い。

 この調理法では、巽なる材料に対する同一嗜好段階選択率が、0. 8から1. 4までの値が多く見

られるので、材料に対する各自の好みがわかりやすい場合には、嗜好段階選択の関連性はほぼ

期待値通りに行われる……相互にほぼ無関係に行われた……湿る材料の訓」退1隻法に好き(嫌い〉

の段階を選択した人は、他の材料の調理法に対しても好き(嫌い)の段階を選択するような傾

向はほとんどないとみなせる。1よりやや大きい値をとるのは、野菜全般に対する1嗜好の程度

が個人によって異なる……或る野菜を好き(嫌い)な傾向にある人は他の野菜も好き(嫌い〉

な傾向を示す……ことがわずかながら選択に影響を及ぼしているためであると考えられる。

 他の調理法では「なま物」に比べて1司一嗜好段階選択率が高い。これは、調理によって材料

の違いかわかりにくくなるとともに、各階理法に対する嗜好が加わる(上記の選択率が1より

やや大きくなることとよく似た福山)……例えば、ある材料の煮物が好き(嫌い)な人は異な

る材料の煮物に対しても好き(嫌い)である傾向……ためであると考えられる。

  3・4・9. 潰物:8種類の葉野菜に対する嗜好段階を調査対象として取り上げた、、前報

＝1' ﾉ示したように、いずれも好まれる傾lb」にあり、辛子菜(男女による差がない)以外の野菜

では、女性に比べると男性の方が好む傾向が強い料理である。

 表4に示した同一一1嗜好段階選択率の斗‘均値によって訓理法に順位を付けると、ほとんどすべ

ての年齢段階において、同一・嗜好段階選択率が最も高い……材料の違いの影響がll誓好段階の選

択に現われにくい……調理法であることがわかる。8種類と多数の材料を対象としたか、いず

れも伝統的な野菜で、しかもたとえばねぎ類・にら・せり等のように他と異なる感じを受ける

野菜が含まれていない。このことと、この調理法か材料本来の味・香・感触等を大幅に変える

ことが、高い同一一・itX好段階選択率をフFした原因の一端であると考えられる、
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 表4によれば、男性では選択率は若い年齢層では著しく高く、年齢に伴って減少するが、60

才代でもなお他の調理法に比べると高い値をとる。これは男性では漬物という調理法に対する

嗜好段階の選択かそれぞれの人によってかなり固定しており、材料の影響が現われにくく、こ

れらの傾向が若い程顕著であることを示す。同様な傾向が女性でも認められるが、男性におけ

る程顕著でない。

 表5に示す選択率の平均値は、上限・下限とも他の調理法におけるそれらよりも高く、男性

では2. 00(小松菜一大根の葉)から3. 15(かぶの葉一のざわ菜)まで、女性では1. 66(きょう

菜一広油菜類)から3. 06(大根の葉一大根間引き菜)まで変化した。きょう菜・大根の葉・大

根間引き菜と関係のある組合せにおいて選択率はやや低く、これらの漬物に対する嗜好段階の

選択は他の漬物に対する嗜好段階の選択とやや異なることがわかる、

 他の調理法では高い選択率の基準を2. 0以上、低い率の基準をL4以下として考察を進めたが、

漬物ではこの基準を3. O以上と2. 0以下とし、表3における大きな値と小さい値の数を示すと次

の通りである:男性……幼稚園児(14と0)、小学生(10と0)、中学生(9と1)、高校生

(5と5)、20才代(0と14)、30才代(0と8)、40才代(0と7)、50才代(0と18)、60藤

代(0と17)、女性……幼稚園児(6と0)、小学生(2と9)、中学生(4と3)、高校生(1

と19)、短大生(2と12)、20才代(0と10)、30才代(0と8)、40才代(0と17)、50才代

(0と13)、60才代(0と25)。

 すなわち、年齢に伴って異なる材料の問にみられる嗜好段階の選択の関連が少なくなる。こ

のことは、この調理法に対する嗜好は若年層では固定している……亘る材料に対して好き(嫌

い)な人が他の材料に対しても好き(嫌い)である傾向がみられる……が、年齢に伴って材料

の違いによる嗜好段階の違いが明らかになる。男性に比べて女性のソ∫が異なる材料の間にみら

れる嗜好段階選択の関連性が低いことがわかる。

  3・4・10. 酢の物・あえ物:3種類の伝統的な野菜(ほうれん草・ねぎ類・せり)と4

種類の歴史の浅い野菜(ちしゃ類・クレソン・パセリ・ブロッコリー)に対する嗜好段階の選

択を調査の対象として取り上げた。これらは、好まれる程度が種類によって異なる。ほうれん

草・ねぎ類・ちしゃ類・ブロッコリーは好まれる傾向にあり、せりはやや好まれ、クレソンは

やや嫌われ、パセリは嫌われる傾向にある。

 表4に示した同一嗜好段階選択率の平均他を用いて調理法にll頂位を付けると、この順位は年

齢段階によって大きく変動するが、選択率が特に高いとも低いともみなせない。

 表5に示した材料の各組合せに関する同一1嗜好段階選択率の平均値は、男性では1. 51(ほう

れん草一クレソン)から2. 20(せり一クレソン)まで、女性では1. 33〈ほうれん. 苧:一クレソ

ン)から2. Ol(せり一パセリ)まで変化した。しかし、(1)伝統的な野菜相互の組合せ、〔2)それ

以外の相互、(3)両者の紐合せかどうかと選択率との問の関係は見いだせなかった。一般にほう
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れん草に関係のある組合せでは選択率がやや小さい。またそれぞれの野菜における選択率は組

合せの相手によって大きく変化し一定の傾向を見いだしにくい。この傾向は特にクレソンで著

しかった。

 年齢段階別の選択率を示す表3から次のことがわかる. 男性では大きな値(20以上〉は小

学生・中学生・高校生・50才代・60才代に多い(それぞれ21個中、13、12、8、6、6)、女

性では50才代と60才代に多い(5と8)。高年齢に多いのは調査対象とした人数が十分でな

かったためであると考えられる。しかし、若年齢の男性のこれらの値に関与する野菜の種類、

あるいは上記の(j)から｛3)までの組合せの分類との関係は見いだせなかった。小さい値(L4以

下)は、男性では幼稚園児〔4)・20才代(6レ3〔〕才代(5〕・50才代｛4レ60才代｛6)、女性では小学生

【4)・高校生(8)・短大生個・40才代｛6)・60才代(7〕に多かった。すなわち、男性に比べて女性の方

が異なる材料の問に見られる嗜好段階の選択の関連は少なく、この傾向は特に高校生と惣大生

において顕著てある。

 伝統的な野菜は、材料の特性よりも調理法の影響が強いと考えられる。すなわち、伝統的な

野心相互の間の同・一一llk好段階選択率は高くなると考えられる。そのような傾lhjは、ねぎ類とせ

りに見られただけてある。

 歴史の浅い野菜は主にサラダ(あえ物)に使われる。従って、これらと伝統的な野菜の問で

は調理法の影響によって同一嗜好段階選択率が低くなりやすいと考えられるが、このような組

合せで低い値が4つ以上の年齢段階で見られた組合せは、男性のほうれん草とクレソン〔4〕、女

性のほうれん草とクレソン(6)、ほうれん草とパセリ(4)、ほうれん草とブロッコリー｛5〕、ちしゃ

類とせり(4)である。しかし、伝統的な野菜と歴史の浅い野菜の組合せても、男性のせりとクレ

ゾン、せりとパセリ、女性のせりとパセリでは高い値をとる年齢段階が多い。すなわち、嗜好

段階選択に及ぼす調理法の影響が強いと考えられるが、なお材料とする野菜の違いによる嗜好

段階選択の違いは残っているとみなせる。

4. 結論

 異なる野菜に対して同じ調理をした場合に、同じ嗜好段階か選ばれるかどうかについて、検

討するために両力の料理に対して嗜好段階の選択が相五に無関係に行われたときに同一の1嗜好

段階を選ぶ人数の期待仙を求め、対応する実測値をそれと比べた。その結果と、前報1吻同じ

材料の. 異なる調理法に対する嗜好段階の選択の傾1bJより、野菜料理に対して1嗜好段階を選択す

る機構に関し、次のような結論が得られた. 1すなわち、同一一・tの方法で一理された異なる材料に

対して、同じ嗜好段階を選ぶ傾向が見られる。しかし、この傾向は同じ材料を異なる方法で調

理した料理に対する1嗜好段階の選択において見られる傾向より弱い。同一の嗜好段階が選ばれ
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る程度は調理法によって異なり、材料の性質が残る調理法では弱く、材料の性質を大幅に変え

るような調理法では強い。従って、各種の野菜料理に対する嗜好段階の概要は、材料とする野

菜の種類によってきまり、それを火幅に変える調理法とあまり影響を及ぼさない調理法がある

と考えられる。

5.  要約

 前回21で用いた緑色野菜の調理法に対する嗜好に関するアンケートの結果について、同一の

方法で調理された異なる野菜の間に見られる嗜好段階の選択の関連を調べ、次の結果が得られ

た。

 1)同じ方法で調理された異なる材料に対して同一の嗜好段階を選択する傾向が認められた。

 2)2種類の材料に対して同一調理法を行った場合には以'ドに示す結果が得られた。

  (i｝実測値の期待値に対する比率(選択率)は、ほとんどの材料の組合せにおいて、1よ

   り大きく、同じ方法で調理をした異なる材料に対して同じ嗜好段階が選択される傾向が

   見られた。しかし、この選択率はほとんどの場合、3. 0以下で同一の材料の異なる調理

   法において見られた傾向よりも弱い。

  ㈲選択率(表4に示すように)は調理法によって異なり、なま物と揚げ物において低く、

   蒸し物と漬物において高かった。すなわち、もとの材料の性質があまり変えられない調

   理法と感じの異なる材料を用いた料理では、異なる材料に対して同じ1嗜好段階が選択さ

   れる傾向が弱い。

  ㈲ 日常あまり普通に供されない料理、或いはもとの材料の性質を大幅に変えるような調

   理法では、材料が異なっても同じ嗜好段階が選択される傾向が見られた。

  ㊥ 選択率の大きさは年齢と性別によって異なり、男性の小学生と中学生ではやや高く、

   これらの年齢では材料の違いを十分認識していないか、嗜好段階の選択に当って調理法

   の影響が大きいと考えられる。

  〔・)男性に比べて女性における方が選択率が低い、、すなわち、女性の方が材料に違いの影

   響が現われやすいと考えられる。

 本研究にあたり、調査にご協力下さった多くの方々に厚く謝意を表します。
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